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あなたは今、だれかと ｢つながり ｣がありますか。そして、その実感はありますか。

何事にも ｢独り ｣には限界があります。その時必要なのは ｢仲間 ｣です。仲間と一緒に何かを

考え、何かを行動することは難しいこともありますが楽しいことでもあります。楽しみを一緒

に喜び、苦しみを一緒に悩むという ｢分かち合い ｣は、独りならば押し潰されそうなことでも

何とか乗り越えられる原動力となります。また、自分以外の人たちとの関係性の中から自分の

立ち位置や役割を得て、社会の中における自分の存在意義を見出していきます。

しかし、現在は、そのような ｢つながり ｣もなく彷徨っている ｢孤軍奮闘・孤立無援 ｣の人た

ちがあまりにも多すぎます。職場においては隣の席同士でメールを交換して会話がない、地域

においては隣近所で挨拶がない、家庭においても共働きや塾通いの子どもたちがバラバラで「家

族カレンダー ｣ なるものが 鎹
かすがい

になっている、といった現象は日常的になってきています。ま

さに個人で立ちながら周囲との縁が切れている ｢個立無縁 ｣の状態なのです。

そのような中、今ほど互いに ｢ つながり ｣ を渇望している時代はないのではないでしょうか。

インターネットは普及してもみなさんが ｢わざわざ集まる場 ｣をむしろ増やそうとしているよ

うに感じているのは私だけでしょうか。

私たちが今、心底知っておきたいのは、人と人とのつながりの必要性と重要性です。人は、人

とつながってさえいればどんな山奥の高齢者も寂しさもなく元気に暮らせますが、つながりが

なければ都心に暮らす人たちも孤独な最後を遂げるかもしれません。｢ 限界集落 ｣ という言葉

は決して中山間地や離島・半島といった田舎の言葉ではなく、人とのつながりが切れた瞬間に、

都心にもベッドタウンにも職場にも家庭にも間違いなく出現するのです。

私たちはこの２年間、こぞって地域の子育てを学び、考え、行動し、｢ わざわざ集まる意味 ｣

を噛み締めてきました。そして、お互いが知り合い、対話し、理解しあう中から、家庭のみな

らず地域や職場においても、そのコミュニティを創りあげていくことの大切さを知りました。

コミュニティの本来の意味は ｢共に重荷を担い合う ｣ということ。分かち合うことで皆、元気

に過ごしていきたいものです。そう、地域と個人には ｢元気 ｣が一番なのです。

まもなく春。

人々が集いつながり元気になる、桜咲く季節はもう目の前です。

2008 年春、桜花開かんとする福岡にて

加留部貴行

（2007 年度子育て支援活動メンバーのための活動スキルアップ講座第５回ファシリテーター）

｢つながり｣を求める時代に寄せて巻　頭　言

活動スキルアッ�講座.indb   1 09.4.8   4:41:51 PM



2006 年度・2007 年度子育て支援活動メンバーのための活動スキルアップ講座まとめ

巻頭言………………………………………………………………………………………………………　１

目　次………………………………………………………………………………………………………　２

2006 年度活動サポート講座……………………………………………………………………………　３

「子育て情報の共有と発信」

2006 年度活動スキルアップ講座第 1 回………………………………………………………………　７

「ＩＴをつかって活動をＰＲしよう」

2006 年度活動スキルアップ講座第２回………………………………………………………………１２

「参加者集めのためのチラシづくり」

2006 年度活動スキルアップ講座第３回………………………………………………………………１６

「活動紹介のためのプレゼンスキル」

2006 年度活動スキルアップ講座第４回………………………………………………………………１８

「報告書のまとめ方 ｣

2007 年度活動スキルアップ講座第１回………………………………………………………………２０

「先例から学ぶ子育てネットワークの展開」

2007 年度活動スキルアップ講座第２回………………………………………………………………２６

「ＮＰＯによる子育て応援プログラムを知ろう」

2007 年度活動スキルアップ講座第３回………………………………………………………………２８

「活動資金や協賛の獲得方法」
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「子育て相互支援活動からめざす“地域創り”～活動の評価をしよう～」

明治学院大学社会学部付属研究所では、2006 年度から 2007 年度にかけて、「子

育て支援活動メンバーのための活動スキルアップ講座」 （2006 年度初回のみ 「活

動サポート講座 ｣) を開催しました。 2006 年度の活動スキルアップ講座第１回～第４

回は、 港区立子ども家庭支援センターとの共催でした。

当研究所が、子育て支援活動メンバーと出会い始めたのは、2004 年度から 2005 年度にかけてです。「都

心での子育て環境をよくしたい！」 という活動者との出会いがきっかけとなり、 港区内で活動している方々

との出会いを求め、 いくつもの子育てグループの皆さんと知り合うことができました。 それぞれが、 「いろい

ろな人との関わり合いの中で子どもを育てたい」 と考え、 出かけにくい孤立しがちな親子を心配していまし

た。 親子で集まれる小さな広場や母親向け講座などの活動を、懸命に、ほぼ手弁当で運営しているグルー

プばかりでした （一部のグループは、 港区社会福祉協議会の 『子育てサロン』 助成を受けています）。

さまざまな子育てグループ活動者とのつきあいの中で、課題と感じていることや 「もっとこうしたい」 と思っ

ているけれどうまくいかないでいること、 などが伝わってきました。 そうした子育てグループ活動者との対話

の中から、 活動スキルアップ講座のテーマを選んでいきました。

講師･ファシリテーター・スピーカー等には、 これまで当研究所の実践活動を通して築かせてもらったネッ

トワークをフル活用し、それぞれの領域や地域において、第一線でご活躍の皆さまにご協力いただきました。

この場を借りまして、 ご協力にあらためて感謝いたします。

こうして開催できました活動スキルアップ講座の内容を、 ご参加いただけなかった方々にも、 そのエッセ

ンスを届けたいと考え、 講座のまとめを作成しました。 皆さまにご覧いただければ幸いです。

2008 年 3 月吉日 （明治学院大学社会学部付属研究所ソーシャルワーカー平野幸子）
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はじめの活動はやっぱり子育てサロン～地域の活動も社会的な仕事！～

三重で第１子誕生後に子育てサロンを始め、その

後、世田谷で子育てグループａｍｉｇｏを産前産後

ケアとして始めた。ａｍｉｇｏでは、当事者への直

接支援は参加費をもらう。ボランタリーな活動だが、

プログラムは有償にし、それで拠点の家賃や電話代

を払う。当初から常設の拠点で活動したいと考えた

からだ。

講師を呼ぶ講座の時もコーディネート料をもらう。

助成金がないと続けられない活動はしないと最初から決めていたので、運営目的の助

成金を得たことはない。

参加費を払って勉強することは、その文化に慣れない多くの参加者には違和感があっ

たが、長く続けて、お金を払って勉強する文化を構築した。活動は、誰もいなくなっ

ても続ける人がいると思っていた。自分もそうだし、そう思う人たちが残っている。

それ以外の人は、その場その場でできることを手伝うスタンスである。サークル内で、

順ぐりに子どもを産む時期もあったので、その時々にできることを組み立てて続けた。

職場復帰せず、この世界にとどまる仲間もいた。それは、子どもがいながらできる

仕事や活動をしたい、子どもがいる世界の環境をよくしたい、無理して続けられなく

なると困るので、自分が望む子育てのスタイルを築いた中に活動や仕事があるモデル

を組み立てたい、というワークライフバランスを求める人たちだった。私が始めた頃

はそれらのモデルはなく、成功している女性は実家等に子どもを預けている人だった。

緩いかもしれないが、地域でつながりながら地域をよくしたいという活動も、社会

的な仕事だと思う。それができる人は結構いる。ただ専業主婦だからやっているので

はなく、これを仕事にして社会的な立場にしていかなければと思い、ある時はお金を

きちんともらい、もらえなくても言い続ける活動も続けている。

ネットワークがほしいと思った

ａｍｉｇｏの活動が産前産後ケアだったことから、産前産後の次、その先は違う活

動に紹介すればいい、自分たちが全部やらなくてもいいと考えた。子どもの成長に合
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わせた活動がしたい人に、「それは自分でやりな」とか「このグループにいってごらん」

と言えるよう、顔をつなぎ始めた。数年たち、ネットワークづくりをａｍｉｇｏが行

うのはへんだが、ネットワークは必要と感じ、法人格をとり、行政に、対等に、だが

違う視点で地域や子育てについて言えるセクターとして自立しようと「せたがや子育

てネット」を立ち上げた。「せたがや子育てネット」は、いろいろな地域のグループリー

ダー、地域のキーパーソンたちに会ってくどいて立ち上げた。世田谷は広く端から端

まで長い。実際には、あまり集まれずメールでやりとりした。年１回だけメッセに集

まり、その準備で直前に２、３回会うネットワークで、サイトだけは続けた。ホームペー

ジを作り、皆で運営し、誰かから投稿が入ると誰かがチェックしている。

ある時期から行政との信頼関係が生まれた

ある時期から行政との信頼関係が生まれ、顔の見える活動をするようになった。例

えば、母子手帳をもらう時、資料がばらばらでまとまったものがほしいと言ったら、

「じゃあ作りなさいよ」となり、行政と共に冊子を作った。幼稚園入園時に、先輩ママ

に幼稚園のことを語ってもらう情報交換会も始めた。

そのうちに、自分のグループを何とかしたい、他のグループに聞いてみたい、うま

くいった事例について聞きたい等、いろいろ出てきた。それはそれで必要だが、自分

のグループの活動だけを見ていたのではだめだ、ということがわかり始めた。

ネットワークとして話しをすると見えてきたり、行政に話を聞いてもらいたいとき、

ひとつのグループでは聞いてもらえないが、「区内８０グループのネットワークです」

というと行政も聞く耳を持つ。グループをネットワークしていき、その声を拾って代

表として届けるスタンスで行政と話しているので、制度が動き予算がつくこともある。

ひとつのグループで「予算をつけて」と言ってもだめだが、ネットワークだと成果に

たどり着ける。

昔は陳情・署名・苦情で訴えたが、それはもう古い。行政は今、地域のグループと

協働する気持ちをもっている。だが、ただのグループではダメで、いっしょにやれる

スタイルや実績があるかを、行政としては見る。税金で行うのだから、説明責任もあ

るし、仕方がない。

ネットワークには、いろいろな相談が持ち込まれる。「せたがや子育てネット」は、

中間支援であり、直接支援ではない。私たちが何かをしてあげるのではなく、子育て

層と付き合い、グループで活動している人たちを支援する。そのようにして子育て環

境を底上げしていく活動である。

行政に本当にやってほしいこと

行政が、すべての親子全部に付き合うことは、不可能だしお金もない。行政に本当

にやってほしいことは、障がいを持っていたり発達に支援が必要な子ども、育ちの中
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で支援が必要で長くサポートが必要な家庭、虐待がおこりそうなレッドゾーンにいる

家庭などに対する、地域ごとの専門家との対応である。そのかわり、元気な子どもや

家庭には私たちが対応しますよ、という協働を考えたい。

世田谷では、行政の支援を受けるのではなく、自分たちでお互いに支える地域創り

やそのための仕組みづくりを私たちが考えるという暗黙の了解が、ここ数年でできあ

がった。行政との押しつけ合いではなく、得意だからやらして、という感じのやりと

りである。いろいろなグループ・いろいろなレベルがあるので、自分の活動に余裕が

あり、ネットワークに関わることで、自分のグループに持って帰れることがあるなら

いっしょに、というスタンスである。

グループのネットワークは、行政と協働で行うところが多い。だが、グループの連

絡会など、行政への要望で終わっているところもある。しかし、自分たちでやってい

くスタンスで、お互い足りないところを補足しようという姿勢が大事である。

世田谷では、今春の異動で、子ども関係の職員が総入れ替えとなった。この半年間、

これが仕事だというくらい、区役所の職員に制度ができた経過や活動の経緯などをしゃ

べりまくった。制度や活動について、改めて整理し直す活動でもある。

「子育て力」とは地域に対していう言葉

ある意味で、欲もなく、地域について、みんなが考える場づくりをしている。事業

助成だけでは運営は困難なので、活動に賛同してもらい、寄付をもらい、会員になっ

てもらう。会員になることも意思表明なので、世田谷での子育てをみんなでつくろう

という表明をしてください、といって会員を集めている。

「親の子育て力」「子育て力の低下」という言葉があるが、子育て力があるとかない

とかを当事者に求めるのは酷で、「子育て力」とは地域に対して言う言葉だと、みなと

話している。個人の子育て力がついていないのは、つけてこなかったツケである。そ

の人たちを育てた人たちのやり残したことだと思う。この時代に困っていることは、

前の時代に子育てしていた人たちが、やってこなかったこと・できなかったことであ

る。今そのツケを払っている。世代の違う人々から、「今の親は、、、」と言われる時、

その親を育てた世代のツケだと私は思っているので、それをまた次の世代にツケで払

わすのはよくない、だからこの時代に解決していこう、上の世代からもらえなかった

のなら、私たちの世代で次の世代に渡そうと思う。大きなことは言えないが、そのく

らいの気持ちをもって、できる範囲で、今いる人たちと「子育て力」を培う活動が必

要なのだと思う。
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――――――――――
１「つくろう みんなで子育てする社会４つ葉プロジェクト」ホームページアドレス
　http://yotuba-project.net/

ミクロ・メゾ・マクロ、それぞれのレベルの活動

関わっている「４つ葉プロジェクト」１は、全国的な会で、子育てを社会のみんなで

知ろうというプロジェクトである。具体的には、子育てのために使うお金があまりに

も少ないので、国に子育ての財源をつくろうという活動である。４つ葉とは、年金・

介護・医療という社会保障の３大柱に、子育てを入れて４つ葉に、ということである。

人生の入り口と終わりは保障されるよう、子育てが入ってないのは不備という発想で

ある。

ミクロが、毎日の子育ての暮らしや直接の子育て支援だとしたら、ネットワークは

メゾである。子育て中の人たちを支える、いろいろな人たちを支援する、物事を地域

レベルで視るのがメゾ。マクロとは、国の予算や制度について勉強し、発言して意見

を届ける活動である。

マクロの制度がおかしくなると、個人（ミクロ）にじわじわと関係するので、今ど

こにいるのか、この活動はどれなのだろう、どこに向いているのだろうということを

考える。直接支援（ミクロ）は苦手だけど、メゾ・

マクロの方が得意という人もいる。目の前に心配

なお母さんがいて、その人に寄り添えて、それが

得意という人はミクロ。ミクロが下で、マクロが

上ということではない。順を追って見えてくるか

もしれないし、あるところまで見えた後ミクロで

活動する人もいるだろう。場面と場合によって切

り替えて話ができることもある。３つのレベルを

自分の中にもつことで、自分の活動が変わることもある。

一般化して話せるかどうかが肝心

一般化して話せるかどうか。自分の困りごとと地域の困りごとは別である。客観的

に見て話したり、自分たちの活動をまとめてみた時に、他のグループはどうしたらよ

いかが見える。すると、新しい視点で自分のグループの課題が見え、解決する道が開

けることもある。課題を、愚痴や文句ではなく表わすとアドバイスがもらえたり、似

た活動をしている人と連絡が取れたりする。活動の課題等を一般化するのは難しいが、

意識して行うことが必要である。制度や活動の課題について、自分のグループから発

言するだけではなく、ネットワークの意見として言えるとよい。

子育て当事者を支援の受け手にしないためには？

全国で公立の子育て支援センターが作られている。公立の無料の子育て支援センター
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ができた瞬間に、全国的に子育てサークルが潰れた。それは、自分たちで考えたり企

画したり当番することがなくなり、お金をかけずに通えるセンターが毎日あいていた

ら、人間は楽な方に流れる。当時、子育てグループの人たちは、悩みに悩んだ。

数年経って、子育て支援センター側が困りはじめた。それは、来た人たちが片づけ

て帰らない、もっと長く開けてくれ等の要望が増えた。要望が増えた割にセンターを

大事にしないので、当事者に対して怒っている。子育て当事者を、子育て支援の受け

手にしてしまったのだ。

支援の受け手にしないためにはどうしたらよいか。口を開けて待っている人に餌を

運ぶような子育て支援は、自分たちで考える力や何かをする力をそいでしまう。自分

たちで考えて組み立て、やってみてダメだった時に、どうしようかと悩むことが大事

で、そうしたチャンスは、次の子育て中の人にも体験させてあげなければいけない。

活動しないですむ人が増えたり、あってあたりまえの人が出てきたが、そこからリー

ダーになった人たちは全然違う。自分がしたことをそのまま引き継いで、、、というこ

とも難しい。席をつくって、そこに上がって担ってもらうことも大事である。自分が

いなくなったらできない、では困る。本講座に、グループの人を連れ、その人にも刺

激を受けてもらう。やろうとすることを応援してくれたり、立ち止まっている仲間を

フォローするようになるかもしれない。

これからの子育てグループはチーム力！

これからの子育てグループやネットワークは、リーダーの力も大切だが、チーム力

だろう。役割分担は必要だが、グループの中を強められるとよい。実務を伝えること

も大事だが、これからのための話し合い日を作り、グループでの活動や地域の子育て

について話し、目線を揃える作業をグループ内でする。それが活動の広がりになる。

子どもが小学生になると、新生児の大変さを忘れる。だが、あの時を「大変だった」

で終わらせず、大変さが次の世代に繰り返されることに思い至らせ、できることは何

かを考えてもらうことが大切である。それを誰かに伝えようと思うと、一般化しなけ

ればいけない。その時に、自分はどう思っているかを考える。自分なりに、いったん

解釈して人に伝える作業をすると、それが伝わる。「誰かがこう言っていた」では伝わ

らない。

活動者は、人がよく、気軽に頼まれやすく、何でもかかえこむタイプが多いが、そ

れらは自分のスキルだと思うとよい。この人に相談しようと思われるのはいいことで、

グループやネットワークの価値につながる。活動すること自体が価値であると、自信

をもって思うべきだ。介護や子育ては、専業主婦がボランタリーにやってくれるだろ

うと世の中の仕組みができているから、時給も低い。仕事にしようと思った時に価値

として認められていないと感じる。ボランタリーにやる人がダメなわけではなく、ボ

ランタリーにやるべき人たちも必ずいる。だが、その人材を求めたり巻き込んだり、
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次のステップへ引き上げることは、ある程度までは仕事でないと無理だと思う。

世田谷では、現在、最後は人材育成だ！ という認識である。リーダーがそろい、グ

ループがありますと成果を見せ続けていくと、気づいた時には環境がよくなるだろう。

行政職員の異動で、経過を延々伝えたが、それは、自分たちの活動や環境を考えて

くれる人が、どんどん広がったことでもある。最後は自分の活動に戻ってくる。やめ

ようか、違う活動へ行こうかと思った時、今までやってきたことを、いきなり誰かに

継がせるのではなく、評価したり、立ち位置を確認したり、それを人に見せることが

重要だろう。
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第２回は、主に港区内で活躍するＮＰＯ４団体

の方々に、追求するビジョンやテーマ、日頃の

活動の様子についてお話を伺い、情報交換＆交

流をしました。

Ｅメール：npo-technoship@khe.biglobe.ne.jp

ウェブサイト：http://www.npo-technoship.com/
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●子育てグループの活動資金獲得状況●

「子育て支援ネットワーク品川（おばちゃんちが運営するネットワーク）」につながる団体は、年

間予算規模が億単位の団体から、会費もなくコピー代月１００円程度で活動する団体まで幅が広い。

＊会費運営

ほとんどの団体は会費で運営している。会費には、大きく分けて２種類ある。

１）活動している自分たちが活動のために出す会費

２）会の活動に直接は参加しないが、会費を出すことで活動を支える意味の会費

小規模団体の多数は、活動者の持ち出しの会費で行っている。払ってでも活動する気持ちを繋い

で、納得した人が会に加わって活動するという形である。

＊行政からの助成

・ 生涯学習課委託学級、講演会、若葉マーク講習

・ 児童館等からの公演や派遣依頼

小規模団体は、生涯学習課委託学級、若葉マーク講習（厚生労働省）等の助成金を利用している

団体が多い。委託学級費は、対象が講師謝礼限定の場合もある。

＊行政からの委託事業

規模の大きい団体は行政からの委託事業を行っている。事業が公共性をもつことから、行政から

委託されている。例）外国の子どもたちの日本語教育、障がい児の放課後ケア事業

＊民間助成

民間助成団体（例えば、キリン財団・大和証券福祉財団・こどもゆめ基金ほか）による助成金を

獲得する。助成金情報のサイトがあるので活用する。

助成金情報のサイト「NPOWEB」 → http://www.npoweb.jp/

＊全国組織からの支援 例） チャイルドライン支援センター、 親子劇場

＊事業運営

ふれあいの家−おばちゃんち幾島さんより
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●ふれあいの家―おばちゃんちの事業と資金●

＊資金状況の歩み

会費・寄付収入以外の収入として、行政からの助成・民間助成団体からの助成金・行政からの

委託金等があり（各年度ごと、事業の実施状況により異なる）、予算規模は、２００７年度までの

４年度間で、当初の規模（約１６０，０００円）から約８０倍にも拡大した。助成機関と実際に行っ

た主な事業や使途との関連は以下の通り。

助成機関 実際に行った事業や使途 

 社会福祉協議会 経由 地場産業 → 広報活動 

 社会福祉協議会 経由 地場産業 → 備品購入 

 社会福祉協議会（ボランティア団体に対する年間助成）→

→

→

→

→

→

→

広報印刷 

 民間助成財団 → 子育て支援セミナー開催 

 独立行政法人医療福祉機構 ｢子育て・子育ちにやさしいまちづくり

ネットワーク事業」 

 行政 生涯学習課 社会教育委託学級 

保育課 保育サポーター養成講座 

保育課 Nobody’s perfect 講座 

児童館 Nobody’s perfect 講座、単発講座 

 行政＋ＮＰＯ東海道宿とのコラボレーション 子育て交流ルーム「品川宿おばちゃんち」 

 その他 商店街 

観光協会 

     企業 

◆ポイント◆ 

公的な登録をする（重要！）

～会則・実績 法人でなくてもよい

実績から社会的評価を得る 

行政、社協、民間助成、企業 

仲間とのネットワーク 

～情報共有、信頼、協働 

おばちゃんち代表の渡辺さんは、「お金をもらうと苦しくなりますよ～～」 

と言っています。予算規模があるということは、とても苦しくてたいへんです。 

年間予算が１６万円だった時代がなつかしいなあと思うことも、、、。 

くれぐれも、自分たちができる領域に合わせたお金を

もらっていくことだと思います！
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●品川子育てメッセ開催の経緯●

私たちには全くお金がなかった～協賛金募集へ…〜

実行委員は、つながりのできた地域の活動者たちで、団体の代表限定ではなく、イベントを「やっ

てみようか」という有志だった。他地区のイベントを見学し、自分たちならどういうイベントをや

りたいかを話し合った。最初は月１回、その後週１回になった。みな一時保育に預け、保育代も自

前だった。最初は実行委員長の思いに共感し集まったが、実行委員が多数になると、それぞれいろ

いろな考えをもっていることがわかった。

イベントを実際に行うにあたり、私たちには全くお金がなかった。先に押さえた会場の費用約

10 万円をどこから捻出するかが課題となった。助成金を申請したが審査に落ちた。「どうしよう

～！！」となり、カンパを募ることになり、自分の団体や地域の商店街をまわった。私は生協会員

なので、生協に広告費・出店・カンパ等を交渉した。地域の商店街には飛び込みでも行った。だが、

みなそれぞれ、会社や何かつながりをもっており、頼っていった。お金は出せないが物は出せると

いう所もあった。でも、誰でもいいわけではなく、品川に関係あるところ、子育てメッセの趣旨に

合うところに来てほしいと話し合った。

結果としてお金は集まり身が引き締まった

結果としてお金が集まり、当初は白黒の手作りチラシだったが、気持ちが大きくなり、カラー印

刷チラシを作った。電柱までは貼らなかったが、地域の看板・掲示板に貼らせてもらいたいと頼み

こんだ。イベント用ホームページもブログも作った。

お金はまわりものだから、なかったら、ないなりのイベントができたかもしれない。だが、結果

として協賛金を得、協賛金をもらうからには、きちんとした会計報告や協賛団体名の掲載等、ちゃ

んとしたものを作らなければと身が引き締まった。

運営はたいへんなこともあったが、やる気があってできたこともある。保育費は結構な額になっ

た（予算に余裕が出、保育費は返ってくることになったが）。ただ、子ども２人を預ける人は、お

金のことではない躊躇も現実にはあったようだ。

気持ちがあればお金も人も援助してくれるところがあると気づいた

今回の実行委員会は解散した。今後に向けて、意見は様々である。同じようにまたやりたい、ホ

テルでやろう、入場制限で怒った人も出たので規模を小さくしよう、小学校の体育館を借りよう

等々。私たちもただ母だけで、イベントを取り仕切る仕事をしているわけではない。自分たちの地

元ネットワークを紹介するためであり、企業出展が目的だったのでもない。準備等は協賛金担当・

チラシ担当・保育担当等々、役割ごとに進めたので、進行状況を合わせるのが大変だった。途中で

見直さないと違う方向に行くことも起こりかねない。区役所は、最初は勝手に区民が行うイベント

と思ったみたいだ。だが、区のブースも設け、区のイベントより人出が多く、職員も途中からはっ

ぴを着て手伝いにきてくれた。

今回やってみて、気持ちがあればお金も人も援助してくれるところもあると気づいた。ただ、関

わる者みなに、「こういうことをやりたい！」という明確な意志がないといけないとも思った。し

かしやってみて、社会とつながっていて面白いなあ！と思った。

品川子育てメッセ実行委員長谷川さんより
品川子育てメッセは、フ
タを開けたら来場者が
３５００人でした～～！！ 
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　　　　　　　自分がはなしやすい！と思う時

・自分の話を一生懸命きいてくれる時。
　「うんうん」とうなずいてくれるだけで安心。
・聞いてくれる人がいることがわかっている時。
・オフィシャルの会議の方が一線ひいているので話

しやすい。
・冒頭進行者が、「今日は何言ってもいいですよ」と

いうふりをしてくれた時。

・場の空気が和やかな時。
・音楽がかかっていたら話しやすい。
・話さなければいけないことがある時（話しやすいわ

けではないかも）。
・いろいろ考えてしまうと話しにくいので、自分がリラ

ックスしている時。とっさの方が話しやすい。

　　　　　　　自分がはなしにくいと思う時

・話し合いの場に、納得していない人がいる時。

・私は話せることがない、意見がないとひかれてし
まう時。進行側が優位と受けとられてしまう時。

・親しい人がいる時。どこまで話していいか考えて
しまう。重い表情をしている人がいると、盛り上げ
た方がいいのかそうではないのか考えてしまう。

・話しやすい状況はあまりない。いつも話しにくい。
・立場の違う人がいる時。
・耳の痛い話を伝えねばならない時。
・しーんとしている時、雰囲気が暗い時。よく知らな

い人から発言を否定されるのではと思ってしまう
時。

青木さんより：「進行役の緊
張感やカリカリ感は場に伝わ
りますね～」

活発な会議にするにはどうしたらよい・・・？

会議のやり方にはいろいろあります。

自分の団体に合うやりかたを選んで行ってほしいです。

青木さんより：「普通に話し合いを始めることはでき
ない。私は、納得していないかどうかをききます。し
んどいとか腹が立っているとかを表明する機会を皆
に提供します。聞かずに、趣旨を押しつけると反発
が大きくなるだけで、進行役は言っても伝わらない
人と思われます。」

会議には、机をはずし、立って行う方法もあります。

たて軸：自分のからだの調子

よこ軸：最近ラッキーなことがあったか？

自分はどのへんになるか、位置を決めて立ってみま

しょう。（アイスブレイク）

からだの調子が悪いと、会議に本腰が入りません。

体調の悪い人がいないか等も、気を配りたいです

ね。
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はなしやすい時・はなしにくい時を出し合ってみてわかったこと
～会議の秘訣はこの中にありそう〜

・向いている方向が同じならば、話しやすい。どっちつかずで、本音が出ないときは話しにくい。

・相手が本音を言っていないとわかると、自分も本音を言えない。

・少人数だと話しやすいが、大人数は話しにくい。

　

・進行役が、「発言は長くても３分以内で」等と、時間の使い方を予め断るとよい。「今日はいくらでも話しま

しょう」と言えることもあるだろう。

・ＢＧＭ（音楽）や机・名札など、環境づくりは重要。

・進行役のもっていきたい方向に誘導してはいけない。　

会議・ミーティングに

関するＱ＆Ａ

青木さんより：少人数に分け、２分間でもよいので、少人数で話せるよう設定します。発言
をどう思われるかと気にならなくなります。俗に、「下駄箱会議」とは、教室では本音を言わ
ず下駄箱で意見交換すること。少人数で、発言を否定されないから本音を言えるのです。

青木さんより：進行役は力をもつので、異なる意見を特定の方向へ誘導することが不可能で
はありません。
しかし、進行役の一番の要件は、誘導をしないことです。自分の思っている方向に導くこと
は進行役ではありません。皆が納得できる方向へもっていくことを手伝うことが、進行役の役
割です。書記と同様の中立さが必要です。

Ｑ＆Ａ
Ｑ皆 が 納 得 す る 方 向 へ も っ て い く と は 、 ど の 程 度 の 「 納 得 」 な の だ ろ う ？

Ａ団 体 に よ り 納 得 度 が 異 な る 。 過 半 数 で 決 め て い る 団 体 、 リ ー ダ ー と サ ブ リ ー ダ ー が 納 得 し

て い れ ば Ｏ Ｋ と す る 団 体 も あ る 。 会 の 趣 旨 と も 関 わ る 。 会 へ の 参 加 時 に 趣 旨 説 明 が 明 確 に

さ れ て い る こ と も 重 要 。

Ｑフ ァ シ リ テ ー タ ー が 責 任 を 投 げ て し ま う 時 は ど う し た ら い い ？

Ａ進 行 役 の 一 番 の 役 割 は 、 会 議 は 皆 の も の で あ る と い う 権 限 を 、 皆 に も っ て も ら う こ と で あ る 。

　 皆 で 決 め る 、 ル ー ル を 話 し 合 う 、 事 業 を 決 め る 等 は 「 オ ー ナ ー シ ッ プ 」 の た め で あ る 。

　 「 オ ー ナ ー シ ッ プ 」 と は 、 「 こ の 団 体 は 私 た ち の 団 体 だ と 皆 が 思 う こ と 」 。

　 参 加 者 が 主 体 的 に 関 わ る 気 持 ち を 沸 か せ る よ う な 会 議 の 進 行 は 、 オ ー ナ ー シ ッ プ を 高 め た

と い え る 。 責 任 を 投 げ た と は 、 オ ー ナ ー シ ッ プ が 高 め ら れ た と も い え る か も し れ な い 。
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Ｑオ ー ナ ー シ ッ プ の あ る 、 が ん ば っ て い る 人 の 合 意 で 進 展 す る の は よ い が 、 中 レ ベ ル 以 下

の 人 た ち が い っ し ょ に や っ て い く に は 、 ど う し た ら よ い の だ ろ う 。

Ａ皆 に 決 め て も ら う 機 会 を ふ や す こ と で 、 自 分 た ち も 関 わ る 会 な の だ 、 と い う こ と が 伝 わ る よ

う に な る 。 結 論 を 報 告 す る 場 だ け に し な い 。 オ ー ナ ー シ ッ プ の 成 長 段 階 に よ っ て 、 決 定 の

方 法 を 検 討 す る 。 会 に 参 加 す る だ け の 人 に も 、 そ の 時 に な ぜ 参 加 し て い る の か 等 と き い て

み る と よ い 。 中 レ ベ ル に 上 が る 時 と は 、 後 か ら 入 っ た 参 加 者 が い る 時 が チ ャ ン ス 。

Ｑあ と か ら 、 「 や は り こ う 思 っ た 」 と 言 わ れ る こ と が あ る が 、 ど う し た ら よ い か 。

Ａ締 め 切 り が 迫 り 、 処 理 済 み の こ と は 無 理 だ が 、 そ う で な け れ ば 、 修 正 可 能 も あ り う る だ ろ う 。

そ の 意 味 で 、 よ り 重 要 な 案 件 に つ い て は 、 １ 回 の 会 議 で 決 め ず 、 ２ 回 に 分 け て 意 見 の 整

理 を 行 い 、 次 の 会 で 決 め る か ら 考 え て き て と 、 考 え る た め の 時 間 を 提 供 す る と よ い 。

Ｑ上 手 な プ ロ セ ス の 共 有 方 法 は あ る か ？ そ の 場 に い ら れ な か っ た 人 に 結 果 を 伝 え る が 、 プ ロ

セ ス を 共 有 し て い な い と う ま く 結 果 を 共 有 し て も ら え な い こ と が あ る 。

Ａ来 な い 人 は し ょ う が な い 。 し か し 、 そ の 人 に 思 い 入 れ が あ る の が わ か っ て い る 場 合 は 、 そ

の 人 抜 き で は 決 め ず 、 そ の 人 に い て ほ し い な ら 日 程 を 合 わ せ る こ と も 必 要 。 だ が 決 め ね ば

な ら な い け れ ど 日 程 も 決 ま っ て し ま っ て い る 場 合 、 そ の 人 に 意 見 は 聞 く け ど 、 決 ま っ た こ と

に つ い て は 何 も 言 わ な い で 、 と 伝 え る こ と も 必 要 で あ る 。 私 の 関 わ る 団 体 で は 、 「 欠 席 し た

会 議 で 決 ま っ た こ と に は 異 議 は 言 え な い 」 と い う ル ー ル を 作 っ て い る 。 そ の か わ り 、 皆 が

出 席 で き る よ う 、 大 事 な こ と を 決 め る 会 議 は 、 半 年 前 か ら 日 程 を 決 め て い る 。

Ｑ進 行 役 は 自 分 の 意 見 を 言 っ て は な ら な い か ？

Ａ進 行 役 も 自 分 の 意 見 を 言 い た く な る こ と も あ る 。 言 っ て も よ い が 、 そ の 意 見 の 方 向 へ 引 っ

張 っ て は な ら な い 。 ひ と つ の 意 見 と し て 扱 う 。

Ｑ進 行 役 を 支 え る メ ン バ ー と し て 役 立 つ こ と は ？

Ａ進 行 役 の 頭 が 真 っ 白 に な る こ と が あ る 。 「 次 こ の 話 し ま せ ん か ？ 」 と 助 け 船 を 出 し て く れ た

り 、 質 問 形 式 で 「 そ も そ も 、 こ の 目 的 は な ん で し た っ け ？ 」 と い う 援 助 的 質 問 が 役 立 つ 。
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　　　　　　　　　べき

会の目的とゴールを明らかにする。 

人の話を聞くべし！

笑顔でうなずくべし！

リラックスした雰囲気をつくる。

いきなり本題に入らず、間をとるべし！

自ら本音でしゃべるべし！

自分の意見ばかり入れない。

聞き上手になるべし。

プラスの雰囲気をまず作るべし。

会の抑揚を作る。

　　　　　　　べからず

誘導すべからず。

マイナスの表情すべからず。

（怒る・落胆・バカにした表情etc）

あまりにも大きな声でしゃべらない。

　　　　　　　　　べき

終了時間を伝達する。

アイスブレイクをもつ。（リラックス）

そのときの会議のルールを決める。

会議の目的を話す。

どこまでやるのか、目標を共有する。

環境づくりをする。

休憩タイムを設け、時間管理を行う。

発言時間について、ひとりだけが長く

話すことがないようにする。

中立の立場で聞く。

あいづちをうつ。

発言した人に「ありがとう」を伝える。

「あとでもOK ですよ」と伝える。

　　　　　　　べからず

自分の思っている方向に誘導しな

い。

言っていることを否定しない。

えらい立場の人にこびない。

　　　　　　　　　べき

楽しい自己紹介をするべき。

（みんな、全体）

目的を的確に伝えるべき。

明るく、あたたかみをもって話すべき。

なにかひとつ笑いをとるべし。

自己紹介（自分の）で何か１ネタ。

心を配る、気を配る。

それぞれのいい所をみつけて、フィー

ドバックする。（対立した意見など）

和やかで明るい環境づくり。

　　　　　　　べからず

話をさえぎるべからず。

進行役が決めるべからず。

引き出そうとしすぎて、しゃべりすぎ

ない。

火に油を注がない。

巻き込まれない。

グループごとに考えた 「会議の進行役のべき・べからず集」
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『ワールドカフェ』という方法により、ふり返りました。

参加者４人ずつ、３グループに分かれました。
テーマに沿って全員が話します。各自気づいたこと
を、各グループの机上の模造紙に、自由にメモを残
します。

１ラウンドの時間を決め（当日
は２０分としました）、時間が
来たら「テーブルマスター」以
外のメンバーは、他のテーブル
へ移動します。移ったテーブル
でいっしょになった方と、同じ
テーマについてまた語り合いま
す。

最終ラウンドは、元のテー
ブルに戻ります。ほぼ全員
と同じテーマについて濃く
話し合ったことになります。
戻ったテーブルの模造紙に
は、たくさんのコメントや
意見が書き込まれていて
びっくり！まとめは、ポス
トイットにキーワードの書
き出しをしました。

「テーブルマスター」は、ひと
つのテーブルに居続け、新た
にやってきた方に、そのテー
ブルでそれまで話されたこと
を伝える役割です。

「あら～私と同じ考えだわ～」
他のテーブルの模造紙を見て思
うこともあります。そんな時は、
自分のコメントを書き入れた
り。反対意見もありです。記入
は好きずき。

話して、書いて、話して、話して、書いて、、、。
「テーブルマスター」以外の人は、全テーブ
ルを制覇します。
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グループ・団体活動の趨勢とは？？？

～１０年間継続の団体の会長らに聞いてわかったこと～

グループ・組織・団体活動を行うことは簡単ですが、維持することがとても大変です。

私も活動していて、「今日やめよう、明日やめよう」ということが山のようにあります。しんどかっ

た時に、10 年以上活動を続けている団体の会長さんや事務局長さんたちに、「いったい、いつごろ

調子がよくて、調子が悪かったか。その理由は何か」を聞いたことがあります。

ＮＰＯ・市民活動者はプラスから始めている

団体の立ち上げの最初は勢いよくいきます。ところが、あるときにスコーンと落ちて、大概の団

体が消えていきます。そしてやっているうちに、それなりに、となります。団体には必ず浮き沈み、

趨勢があるのです。子育てグループの皆さんのような、ＮＰＯ・市民活動者は、必ずプラスからス

タートし、ゼロからではないです。プラスとは？ですが、子育てグループにとっては、「子どもた

ちを何とかせにゃならん、放っとかれん。どげんかせにゃならん」という想いがプラスからスター

トさせます。企業でいえば、創業者精神。中には、マイナスからスタートする団体もあります。し

たくないけど、誰かから（例えば、役所から）「しろ！」といわれてつくった団体です。

「想い」の引き継ぎが重要！それは「記録」・・・

ひとつのピークが団体にやって来ます。いろいろな意味で勢いのある時期、そしてその後に、安

定する時期が来ます。ここに差が出ます。安定期とピーク時の差、この差は、一番最初の「想い」

の部分です。「想い」の部分が、安定期になると差として現れるそうです。

一番最初に団体を立ち上げる人とは（「第１世代」と呼びますが）、「想い」はあるけれどやり方

がわからず、がむしゃらに走る人たちです。途中から入る人は、「第２世代」「第３世代」といわれ、

やり方は先人たちが作っているので、その通りにやればいいが、「何のためにやっているのかがわ

からない」のです。

その「想い」の部分を、引き継いでいくのかが大変重要だそうです。先輩たちは、「記憶に頼る

な、記録に頼れ」と言っていました。誰か古手の頭にある昔話だけではなく、いったい何が起こっ

て、どういうことがあって、どういう状況だったのか、記録を残しておけということです。記録に

残し、年に１回、みんなでうまくいったか、いかなかったか、という振り返りの場が「総会」です。

先輩たちは、そこをちゃんとやろうと言っていました。

そして最初３年はうまくいく、とみなさん話していました。４～６年で、心配しなくても必ず落

ちる、一度は必ずしんどい思いをする。ところが不思議なことに８年を超えると「いけるかな・・・」

という気になるそうです。10 年になると、ベテランの域に入り、人はそこそこいて、お金もそこ

そこあって、活動は頑張っていて、マスコミが時々取材にきて、役所から表彰しようかといわれ始

めるのが、このタイミングだそうです。その勢いで 15 年はいくのだけれど、その後の５年間に種

ファシリテーター加留部さんより
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まきをしないと、絶対 20 年は迎えられないということです。

浮き沈みの原因は「人」

その浮き沈みの原因は、みな口をそろえて、お金でも場所でもなく、「人」だといいます。

＜団体の勢いが落ちる３つの理由＞

１） トップが替わって、代替わりをした

２）中心を担っていた人物が抜けた

３）ケンカ別れをした（市民活動の場合ある意味ケンカ別れは健全で、元気のいい証拠ともいえる）

＜団体の勢いがふっと浮きあがる３つの理由＞

１）「リーダー」をたてた、足を引っ張らなかった

２）自分の団体だけの力だけでは足りないので、他の団体の力を借りたり、連携したり、外

　　に向かってメンバーを募ったり、ありとあらゆることをして、外部の資源を自分のとこ

　　ろに持ちいれた

３）あれこれやりたいことはあったが、「続けること」を目的とした

４種類の人材

人財：「余人をもって代えがたし」といわ

れるほどの宝物の人

人材：素材としてありがたい人

人在：いてくれてありがとうという存在感

あふれる人

人罪：「あなたがいるからだめになる」と

いう人（各団体に必ず２～３名い

る！）

「１０人よれば２：６：２の話」

はなぜか？・・・というと、「関係

性」なのです。「うちのこのメンバー、

あまりしゃべらないのです。」と相

談されることがありますが、「しゃ

べらない人だけを集めてグループを

組みなさい」といいます。すると、

しゃべり始めます。反対に、しゃべ

る人ばかりでグループを組むとしゃ

べれない人が出てきます。

人それぞれに得意不得意があり、

人生のタイミングの中でできること

とできないことがあります。特に子

育て支援の場面では、「人生の中で

のタイミング」が如実に現れやすい。

年輩のおかあちゃんたちができやす

　すごいのが２人、とんでもないのが２人、ま
あまあが６人。たとえば、子どもたちをキャン
プに連れて行き、「カレーつくるよ」といって
ちゃんとジャガイモをむきはじめる子どもが２
人、あそんでやらない子どもが２人、どうして
いいかわからないでおろおろしている子どもが
６人と相場が決まっている。絶対やらない子ど
もをきると、不思議なことに６人のなかからサ
ボるやつがでてくる。逆もしかり！リーダー
２名がぬけると、不思議なことに６名のなかか
ら、リーダーがでてくる。 

１０人よれば２：６：２の話
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くなるのは、そのような時間が発生しやすい年代であって、目の前の子どもと向き合っている人は

現場、戦場です。そうした人生のタイミングの差があるという気がします。

「共有」「共感」「共働」「共創」「共育」「共生」「共同」「共栄」「共存」・・・・・・

最近役所では「協働しよう、協働しよう」といい、「協働」と書きます。私は最近、「協」の字を

共働きの「共」と書いています。ところが役所の言う「協働」は、起承転結の「転」の部分をいき

なり語り始めるようなものです。本来はやはり段取りがあります。

一番最初に、われわれがすべきは「共有」です。平たくいえば「自己紹介」。お互いのことを知り合う。

どんな団体があって、どんな地域で、どんな事が行なわれていて、何があって、何がないのか、を

知り合うこと。行政の情報公開もＮＰＯ法人の情報公開もそのひとつ。今日の意見交換もそのひと

つ。お互いに「共有」することです。

共有が始まったら、「おしゃべり」が始まり、「あーそうそう、私も一緒」というとこで「共感」

が生まれます。「共感」は、人と人とを結びつける連結器です。共感性が高まれば高まるほど、運

動性を帯びます。地域で「○○運動」とつけるのは、共感性を高めんがためにやっていることが多

いです。

ただ、ここまでの段取りが面倒くさい。成果やスピードを求めす

ぎると「共有」「共感」のところを端折ってしまうのです。それで「共

働」ができるかというと、できるわけがない。

「共」の字で作る言葉には、「共創」「共育」「共生」「共同」「共栄」

「共存」と、山のようにあります。「共に」は時代のキーワードです。

言葉遊びのようですが、「共」を使うとバランスがよく、「協」の字

はお願いする側の都合が入ってくるのであやしいので、個人的には

使っていません。ところで「共働」（きょうどう）は、「共働き」（と

もばたらき）と読むと何でもない言葉です。これは、おとうちゃん

とおかあちゃんが、「今日、子どもをどうやって送り迎えする？」

「今日、夜どげんなるとや？」「今日は部長からさそわれておるけん、

飲み会ででていけん。」「しょがない、じゃあ俺がいってやる」と共

働し、子どもが無事帰ってくることになる。

実は、このように毎日やっていることなのです。

「思い」「コトバ」「行動」「カタチ」～私たちの勝負は「コトバ」！対話が大切～

「港区地域こぞって子育て懇談会」の「こぞって」という言葉、こぞってやりましょうという言

葉は、とてもいいです。「みんなでやりましょう」という趣旨がとても大事。だから一番大切なの

は、今皆さんがやっている「おしゃべり」です。これが一番の原動力。ただ、私たちがコミュニケー

ションする時に、「思い」と「コトバ」と「行動」と「カタチ」があり、願わくば、「思い」が「コ

トバ」となって、「コトバ」が「行動」に結びつき、よい「カタチ」になってくれればいい。ですが、

実際には思うほど、「コトバ」にならず、「行動」に結びつかず、ご破算になりましたという話が圧

倒的に多いのです。

「思い」は見えません。夫婦間の「言わにゃわからん」です。「行動」「カタチ」は結果です。多分、

私たちが勝負できるのは、「コトバ」の部分、「どうやってコトバをかけるのか」「どうやっておしゃ

べりするのか」という一点です。

役所にありがちですが、「カタチ」から入る。現場の人間は、「一言いわせろ」というところから

入ります。矢印のスタートラインが違う。でも、どこでぶつかるか、出会えるかというと、「コトバ」

の部分です。対話をすることは大切です。非常に重要です。官と民の間であろうが、民と民の間で

あろうが、対話が非常に重要だと思います。
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自発性は活動を支える要素

自発性は、われわれの活動を支えてくれる要素です。ボランティアの語源「ボランタス」の意味も、

「自発的にする」です。奉仕活動と訳す方もいますが、「たてまつり　つかえて我慢してやる」ので

はなく、放っとかれんと思って、我慢できずにやる活動が、「ボランティア」「ボランタリー」な自

発性のある活動です。自発性は、「やりたいことはやる。やりたくないことはやらない。」「いわれ

なくてもするけど、いわれてもしない。」決めるのは自分自身であって、「相手さんがいるから、勝

手なことをやっちゃだめよ」はありますが、基本的には自分で決めることです。

自発性を誘発するのも自発性です。活動に疲れる時もありますが、そんな時に自発性を励ますの

も自発性です。「みんな“こぞって”やってるから、私もがんばろうかな。」「自分のところの団体、

ちょっと具合が悪いけど、あそこの団体がんばっているから、がんばってみようかな。」と、誘発

されたり励まされたりするのもお互いの自発性です。

決してひとりの活動ではない～最終的には社会のどこかを変えていくかもしれない～

今年 2008 年 12 月１日、特定非営利活動促進法（ＮＰＯ法）が施行されて満 10 年です。もとも

とＮＰＯ法は、地域のいろいろな活動者たちが、国会議員に働きかけ議員立法としてできました。

最初に「市民活動促進法」という名称で国会に提案され、衆議院を通過し、参議院で頭の固いオヤ

ジがちょっと具合がわるく、特定非営利活動促進法と改称されたのです。

ＮＰＯ法が今年で満 10 年になることを、ぜひ心の隅においてください。みなさんの目の前の活

動は、子どもたちや地域のおかあちゃんたちを助けていくことでしょうが、今や「子ども庁」を作

ろう、「こども園」を作ろうというくらい政策が変わろうとしています。何よりも現場の動きが繋がっ

たからです。ボランタリーなひとりの活動でも、多くの人が繋がれば、「私の問題」が「われわれ

の問題」になり、公益性をもち、公益性があるから、公平性を担保する行政が動き始め、仕組みが

変わったり法律ができたり、いろいろな施策が打たれたり、お金が配分されてきたり等の変化が生

まれます（われわれの言葉では「グーからパーへ」という言い方をします）。

みなさんの活動は、決してひとりの活動ではないのです。繋がっていけば、われわれみんなの活

動になるのです。ボランタリーな活動やＮＰＯの活動は、たとえ個人であろうが組織であろうが、

最終的には社会のどこかを変えていくかもしれない可能性を秘めています。10 年前、15 年前、20

年前は、これほどの子育て支援はあったでしょうか？なかったと思います。今、私たちはいろいろ

な意味で、時代の佳境にいるのです。
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